
は
じ
め
に

日
本
は
、
一
八
五
四
年
（
安
政
元
）、
日
米
和
親
条
約
に
よ
っ
て
開
港
し
た
。
開
港
以
前
の
日
本
で
は
、
主
要
な
衣
服
は
綿

織
物
（
木
綿
）
の
着
物
で
あ
っ
た
。
綿
織
物
は
、
日
本
の
農
家
が
生
産
す
る
国
産
綿
を
糸
車
に
よ
っ
て
糸
に
紡
ぎ
、
こ
の
糸
を

手
機
に
よ
っ
て
製
織
し
て
製
造
さ
れ
た
。
綿
栽
培
か
ら
綿
織
物
製
造
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、
米
作
に
次
ぐ
重
要
な
産
業
で
あ

っ
た
。
開
港
に
よ
っ
て
、
綿
糸
と
綿
織
物
が
英
国
と
イ
ン
ド
か
ら
滔
々
と
流
れ
込
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
国
内
の
綿
栽

培
が
絶
滅
す
る
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
こ
の
危
機
を
回
避
す
る
方
策
を
模
索
し
、
糸
車
よ
り
生

産
能
力
の
大
き
い
安
価
な
手
回
し
の
紡
績
機
械
を
探
索
し
た
。

ま
ず
目
を
付
け
た
の
が
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
チ
市
に
あ
っ
たJ.&
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社
製
の
手
回
し
フ
ラ
イ
ヤ
精
紡

機
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
三
等
属
岡
毅
が
政
府
に
提
出
し
た
「
壱
人
取
紡
績
器
械
御
買
之
儀
伺
」
に
は
、「
種
々

探
索
中
一
人
取
紡
績
器
械
之
義
ハ
実
綿
ヨ
リ
糸
マ
テ
仕
立
候
小
器
械
ニ
テ
至
便
之
様
相
見
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
八
七
七
年
に
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
政
府
の
勧
奨
も
あ
り
、
六
種
類
の
紡
績
機
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
中

に
臥
雲
辰
致
が
発
明
し
、
製
造
し
た
ガ
ラ
紡
機
が
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
米
国
製
の
紡
績
機
を
含
め
て
実
用
機
と
な

っ
た
も
の
は
、
臥
雲
の
ガ
ラ
紡
機
だ
け
で
あ
っ
た
。

ガ
ラ
紡
機
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
説
明
す
る
が
、
日
本
綿
か
ら
着
物
用
木
綿
の
原
糸
と
な
る
糸
を
生
産
が
で
き
た
の
で
、

瞬
く
う
ち
に
全
国
に
普
及
し
た
。
そ
の
中
で
も
愛
知
県
の
三
河
綿
の
産
地
で
ガ
ラ
紡
は
大
規
模
に
普
及
し
た
。
明
治
政
府
は
、



た
の
で
、
繊
維
飢
饉
緩
和
の
立
役
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ガ
ラ
紡
の
全
盛
期
は
徒
花
の
よ
う
に
消
え
去
っ
た
。
ガ
ラ
紡
は
、

日
本
の
紡
績
産
業
が
中
国
と
の
競
争
に
敗
れ
、
急
激
に
衰
退
す
る
の
と
軌
を
一
に
し
、
現
在
は
、
わ
ず
か
数
工
場
が
命
脈
を
保

つ
に
過
ぎ
な
い
。

日
本
独
創
の
技
術
ガ
ラ
紡
に
つ
い
て
は
、
経
済
史
・
産
業
技
術
史
等
の
研
究
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
信
州
大

学
繊
維
学
部
に
お
い
て
、
ガ
ラ
紡
の
独
特
な
紡
績
技
術
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
紡
糸
は
、
柔
ら
か
く
、
伸
縮
性
に
富
み
、
織
物
や
ニ
ッ
ト
に
独
特
な
風
合
い
・
着
心
地
の
良
さ
を
も
た
ら
す
の
で
、
新

た
な
製
品
開
発
に
取
り
組
む
業
者
が
い
る
。
ま
た
、
ガ
ラ
紡
を
ラ
オ
ス
で
地
場
産
業
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
も
行
わ

れ
て
い
る
。

ガ
ラ
紡
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
臥
雲
辰
致
の
ガ
ラ
紡
が
産
声
を
上
げ
た
地
元
松
本
・
安
曇
野
の
人
び
と
に
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、
松
本
に
「
臥
雲
辰
致
ガ
ラ
紡
記
念
館
」
を
建
設
し
た
い
も
の
だ
と
、
臥
雲
辰
致
の
孫
・
臥
雲
弘
安
と
松
本
深
志
高
校
の

同
窓
生
で
ガ
ラ
紡
の
研
究
者
で
あ
る
玉
川
寛
治
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
契
機
に
な
り
、
展
示
会
《〝
臥
雲
辰

致
「
ガ
ラ
紡
」
展
示
会
〞
臥
雲
辰
致
日
本
独
創
の
技
術
者
〜
「
そ
の
遺
伝
子
を
受
継
ぐ
」
〜
》
を
開
催
す
る
こ
と
が
実
現
し
た
。

ガ
ラ
紡
展
示
会
の
実
施
内
容

会
　
期 

二
〇
一
六
年
九
月
三
十
日
〜
十
月
三
十
日

会
　
場 

松
本
市
の
、
中
町
蔵
の
会
館
「
中
町
･
蔵
シ
ッ
ク
館
」（
臥
雲
辰
致
の
最
初
の
ガ
ラ
紡
工
場
（
連
綿
社
）
に
ほ
ど

近
く
に
建
つ
蔵
造
り
の
館
）

ガ
ラ
紡
が
日
本
の
国
産
綿
栽
培
を
守
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
、
臥
雲
辰
致
に
藍
綬
褒
賞
を
制
定
の
翌
年

一
八
八
二
年
に
贈
っ
た
。
な
お
、
一
九
六
一
年
に
岡
崎
市
の
名
誉
市
民
と
な
っ
た
。

日
本
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
紡
績
機
械
を
輸
入
し
て
、
本
格
的
な
紡
績
工
場
が
建
設
さ
れ
る
の
は
二
千
錘
規
模
の
官
営
愛
知
紡
績

所
か
ら
始
ま
り
、
一
万
錘
を
超
え
る
大
規
模
紡
績
工
場
は
、
一
八
八
三
年
に
創
立
さ
れ
た
大
阪
紡
績
会
社
（
東
洋
紡
の
前
身
）

で
、
そ
の
後
、
大
規
模
紡
績
工
場
の
建
設
が
急
速
に
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
紡
績
工
場
は
、
開
業
初
期
に
は
紡
績
原
料
に
適
さ
な

い
極
端
に
短
い
日
本
綿
と
中
国
綿
を
原
料
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
糸
品
質
が
劣
り
生
産
能
率
も
低
か
っ
た
の
で
、
ガ

ラ
紡
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
〇
年
以
降
、
イ
ン
ド
綿
、
米
国
綿
を
原
料
と
し
て
、
品
質
の
良
い
糸
を

高
能
率
で
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
ラ
紡
は
洋
式
紡
績
と
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
大
規
模
紡
績
工
場
で

発
生
す
る
落
綿
や
回
収
繊
維
を
原
料
と
す
る
こ
と
で
、
細
々
と
生
産
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
阪
の
商
業
の
中
心
地
船
場
に
綿
業
会
館
が
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
東
洋
紡
の
専
務
取
締
役
・
岡
常
夫
の
遺
族
か
ら
贈
ら
れ

た
一
〇
〇
万
円
と
関
係
業
界
か
ら
の
寄
付
五
〇
万
円
、
合
わ
せ
て
一
五
〇
万
円
を
基
に
、
紡
績
関
係
者
の
倶
楽
部
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
一
九
三
一
年
十
二
月
竣
工
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
綿
業
会
館
に
、
三
重

紡
績
所
の
創
始
者
伊
藤
小
左
衛
門
が
横
浜
の
米
国
商
人
か
ら
購
入
し
た
、J.&
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社
製
の
手
回
し
フ
ラ
イ
ヤ
精
紡
機

と
、
初
期
の
手
回
し
ガ
ラ
紡
機
が
、
日
本
紡
績
産
業
創
始
期
の
記
念
物
と
し
て
、
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
紡
が
全
盛
期
を
迎
え
た
の
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
末
期
か
ら
戦
後
の
数
年
間
で
あ
っ
た
。
綿
花
の
輸
入
が
途
絶
え
、

紡
績
機
械
が
兵
器
の
製
造
の
た
め
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
た
結
果
、
い
わ
ゆ
る
繊
維
飢
饉
に
陥
っ
た
。
ガ
ラ
紡
は
、
紡
績
工
場

で
は
糸
に
紡
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
、
古
着
な
ど
か
ら
回
収
し
た
繊
維
な
ど
の
短
い
繊
維
か
ら
衣
服
用
の
糸
を
紡
ぐ
こ
と
が
で
き



十
月
　
十
六
日
　
天
野
武
弘
（
愛
知
大
学
中
部
地
方
産
業
研
究
所
研
究
員
）

十
月
　
十
九
日
　
崔
裕
眞
（
立
命
館
大
学
大
学
院
准
教
授
、
ガ
ラ
紡
の
経
済
史
研
究
者
）

天
野
武
弘

十
月
二
十
二
日
　
吉
本
忍
（
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）

中
村
晶
子
（
堺
市
文
化
財
課
学
芸
員
）

十
月
二
十
三
日
　
小
松
芳
郎

十
月
二
十
九
日
　
ま
と
め
の
座
談
会

（
八
）
会
期
中
に
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
管
楽
五
重
奏
、
弦
楽
四
重
奏
、
管
楽
四
重
奏
、
す
く
す
く

合
奏
団
の
演
奏
と
、
二
人
の
若
手
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
に
よ
る
連
日
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

以
上
の
よ
う
に
、
臥
雲
辰
致
の
生
誕
地
で
一
か
月
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
ガ
ラ
紡
展
示
会
」
に
つ
い
て
、
そ
の
記
録
な

ど
を
収
録
し
、
本
書
を
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
書
を
通
し
て
、
臥
雲
辰
致
の
業
績
、
ガ
ラ
紡
機
の
独
創
的
技
術
、
日
本
の

産
業
史
の
中
で
果
た
し
た
役
割
の
普
及
、
現
在
進
行
中
の
ガ
ラ
紡
製
品
の
新
た
な
開
発
の
事
業
等
が
、
生
誕
地
信
州
松
本
か
ら
、

全
国
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
七
年
七
月
　
　
　
ガ
ラ
紡
を
学
ぶ
会
　
理
事
長
　
玉
川
寛
治

来
観
者
数
　
三
〇
六
一
人
（
会
場
入
口
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
枚
数
な
ど
か
ら
の
集
計
人
数
、
実
際
に
は
五
〇
〇
〇
人
を
超
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る
）

展
示
会
の
内
容

（
一
）
ガ
ラ
紡
機
の
展
示
と
糸
紡
出
の
実
演

（
二
）
綿
繰
り
機
、
糸
車
に
よ
る
糸
紡
ぎ
の
実
演
、
高
機
に
よ
る
手
織
り
の
実
演

（
三
）
臥
雲
辰
致
の
功
績
を
記
録
し
た
史
料
・
文
献
・
書
籍
等
の
展
示

（
四
）
木
玉
毛
織
株
式
会
社
、
ラ
オ
ス
Ｖ
Ｈ
Ａ
工
場
（
ア
ン
ド
ウ
株
式
会
社
）、
ヤ
マ
ヤ
株
式
会
社
、
有
限
会
社
エ
ニ
シ
ン
グ
、

有
限
会
社
フ
ァ
ナ
ビ
ス
の
各
社
で
製
造
・
販
売
し
て
い
る
ガ
ラ
紡
糸
・
織
物
な
ど
の
製
品
の
展
示
即
売

（
五
）
歴
史
的
な
ガ
ラ
紡
糸
、
ガ
ラ
紡
織
物
な
ど
の
展
示

（
六
）
三
河
、
尾
張
、
松
阪
な
ど
木
綿
手
織
り
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
ガ
ラ
紡
の
創
作
作
品
の
展
示

（
七
）
臥
雲
辰
致
・
ガ
ラ
紡
に
関
す
る
研
究
者
に
よ
る
講
演

十
月
　
　
二
日
　
小
松
芳
郎
（
松
本
市
文
書
館
元
館
長
）

玉
川
寛
治
（
ガ
ラ
紡
の
技
術
史
研
究
者
、
産
業
考
古
学
会
顧
問
）

十
月
　
　
八
日
　
野
村
佳
照
（
ヤ
マ
ヤ
株
式
会
社
社
長
）

西
村
和
弘
（
有
限
会
社
エ
ニ
シ
ン
グ
社
長
）

十
月
　
　
九
日
　
石
田
正
治
（
名
古
屋
工
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

十
月
　
十
五
日
　
中
沢
賢
（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）



臥
雲
辰
致
・
日
本
独
創
の
技
術
者

第一節　臥雲辰致の事績3

Ⅰ

を
智
栄
と
名
づ
け
ら
れ
仏
道
に
励
む
こ
と

と
な
っ
た
。
二
六
歳
の
時
、
安
楽
寺
智
順

和
尚
に
抜
擢
さ
れ
て
、
末
寺
で
あ
っ
た
岩

原
村
の
臥
雲
山
孤
峰
院
の
住
持
と
な
っ
た
。

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）、
松
本
藩
の

廃
仏
毀
釈
政
策
の
た
め
孤
峰
院
は
廃
寺
と

な
り
、
還
俗
し
て
帰
農
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
山
号
の
「
臥
雲
」
を
と
っ
て
姓
と
し
、

再
出
発
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

名
を
変
え
た
辰
致
は
、
旧
孤
峰
院
の
地

へ
住
ま
い
を
定
め
、
畑
を
耕
作
し
な
が
ら
綿
糸
紡
績
機
の
発
明
を
再
開
し
た
。
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
太
糸
綿
紡
糸
機
を

発
明
。
翌
年
十
二
月
、
辰
致
は
北
大
妻
村
（
現
・
松
本
市
梓
川
）
の
松
沢
く
ま
を
妻
に
迎
え
、
籍
を
烏
川
村
に
移
し
た
。

波
多
村
へ

地
租
改
正
が
布
告
さ
れ
「
地
引
帳
」
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
き
、
辰
致
が
新
た
に
作
成
し
た
土
地
測
量
機
に
目
を
つ

け
た
の
が
、
東
筑
摩
郡
波
多
村
（
現
・
松
本
市
波
田
）
の
地
主
川
澄
藤
左
で
あ
っ
た
。
藤
左
は
家
の
田
畑
や
山
林
を
測
量
す
る

図1-2　安楽寺跡（2010年小松芳郎撮影）

図1-3　孤峰院跡（2010年小松芳郎撮影）

臥
雲
辰
致
・
日
本
独
創
の
技
術
者
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Ⅰ

第
一
節
　
臥
雲
辰
致
の
事
績

 

小
松
芳
郎

足
袋
底
問
屋
に
生
ま
れ
る

栄
弥
は
、
一
八
四
二
年
（
天
保
十
三
）
八
月
十
五
日
、
安
曇
野
の
小
田
多
井
村
（
現
･
安
曇
野
市
堀
金
）
の
横
山
儀
十
郎
・

な
み
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
横
山
栄
弥
で
あ
る
。
寺
子
屋
に
学
び
、
足
袋
底
問
屋
を
営
む
家
業
を
手
伝
い
、
近
隣

の
農
家
や
松
本
の
問
屋
を
回
る
手
伝
い
を
し
な
が
ら
育
っ
た
。
一
四
歳
の
頃
、
火
吹
き
竹
の
筒
に
綿
を
詰
め
込
み
、
引
っ
ぱ
り

出
し
て
遊
ん
で
い
る
う
ち
、
細
く
長
く
糸
を
引
き
、
筒
を
滑
り
落
と

し
た
拍
子
に
、
ク
ル
ク
ル
と
回
っ
て
自
然
に
撚
り
が
か
か
っ
た
こ
と

に
気
づ
き
、
機
械
の
考
案
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
機
械
は
実
用
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
栄
弥
は
新
し
い
紡
機
の

改
良
に
集
中
し
た
。
父
は
そ
の
一
途
な
様
子
を
見
て
将
来
の
見
込
が

な
い
と
判
断
し
、
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）、
隣
村
の
安
曇
郡
岩
原

村
（
の
ち
に
烏
川
村
、
現
、
安
曇
野
市
堀
金
）
宝
隆
山
安
楽
寺
十
八

世
智
順
和
尚
の
弟
子
と
し
て
も
ら
っ
た
。
二
〇
歳
の
栄
弥
は
、
法
名

図1-1　臥雲辰致肖像画
（臥雲弘安所蔵より）


